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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

今月の

ベスト
ショッ

ト

文化財
の重箱

獅子を
奉納

　10月
13日、

三郷町
野井の

武並神
社

の大祭
で、市

の有形
民俗文

化財に
指定

されて
いる重

箱獅子
が奉納

されま
し

た。獅
子頭は

重箱型
に和紙

を漆で
固め

て作ら
れたも

のです
。雄雌

の２体
の獅

子は、笛
や太鼓

のおは
やしに

合わせ
て、

舞い収
めまし

た。境
内では

、小さ
な子

どもか
らお年

寄りま
で大勢

の人が
集ま

り、獅
子の舞

を見守
ってい

ました
。
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『リニアの路線が明らかに』
『ドクターヘリを活用した救急体制』



市立恵那病院

（品川から225㌔）

県道恵那白川線

阿木川

河鹿橋

県道恵那蛭川東白川線

大井変電所

旭ヶ丘
公民館

野畑
集会所

双和倶楽部

県道恵那峡
公園線

恵那農業高校

大井第二小学校

青木集会所
県道苗木恵那線

濁川

大井町

中津川市

長島町中野

安原ため池

水道調整池

新関戸集会所 鴨田集会所

※本特集に使用してい
る地図や図は、「中央
新幹線環境影響評価準
備書」の中から抜粋し
加筆したものです。
※地図で一部墨色に
塗ってある部分があり
ますが、用途区域を示
したもので、本特集で
は説明を省略します。

乗越
会館

特集１

※環境アセスメント＝開発が環境に与える影響の程度や範囲、その対策について、事前に予測や評価すること。

至岐
阜県
駅

観音寺ため池
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リ
ニ
ア
の
路
線
が
明
ら
か
に

　
Ｊ
Ｒ
東
海
が
９
月
１８
日
に
中
央
新
幹
線
環
境
影
響
評
価
準
備
書
を
公
表
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
東
京
・
名
古
屋

間
の
路
線
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
通
過
延
長
は
、
大
井
町
岡
瀬
沢
地
区
か
ら
武
並
町
田
尻
地
区
ま
で
の
約
１０
㌔
。

約
８０
㌫
が
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
同
準
備
書
で
は
、
路
線
の
他
に
中
津
川
市
坂
本
地
区
に
設
け
る
岐
阜
県
駅
の
概
要
や
大
気

質
、
騒
音
な
ど
環
境
影
響
評
価
の
結
果
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
準
備
書
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://jr-c
e

n
tra

l.c
o

.jp
/

）
や
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役
所
３
階
）
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
同
準
備
書
の
う
ち
、
当
市
に
関
連
す
る
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
８
５
）

 

約
８
割
が
ト
ン
ネ
ル
で
通
過

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

（
以
下
、
リ
ニ
ア
）
の
路
線
の
詳
細
を
公

表
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
６
月
に
発
表

さ
れ
た
幅
３
㌔
の
概
略
路
線
か
ら
絞
り

込
ま
れ
た
形
に
な
り
ま
す
。

　
路
線
の
詳
細
は
、「
環
境
影
響
評
価
準

備
書
（
以
下
、
準
備
書
）」
と
呼
ば
れ
る

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
の
中
で

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
準
備
書
に
は
、

環
境
影
響
評
価
方
法
書
（
平
成
23
年

９
月
）
に
記
載
さ
れ
た
環
境
影
響

評
価
の
項
目
や
方
法
に
基
づ
き
、

現
地
調
査
や
文
献
調
査
を
行

い
、
事
業
に
よ
る
環
境
へ
の

影
響
を
予
測
、
評
価
し
た

中
央
新
幹
線
環
境
影
響
評
価
準
備
書
が
公
表

 

準
備
書
へ
の
意
見
で
修
正
も

　
準
備
書
で
は
、
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
で

行
っ
た
列
車
走
行
に
関
す
る
測
定
の
値
を

基
に
す
る
な
ど
し
て
、
沿
線
の
騒
音
や
振

動
な
ど
の
値
が
算
出
さ
れ
、
提
示
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
大
気
質
や
微
気
圧
波
、

動
物
、
植
物
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
、

環
境
保
全
措
置
を
行
う
こ
と
で
基
準
よ
り

も
下
回
っ
た
り
、
影
響
が
少
な
か
っ
た
り

と
予
測
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
一
部
、

水
資
源
や
生
態
系
な
ど
、
事
後
に
調
査
を

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
準
備
書
の
縦
覧
は
、
９
月
20
日
か
ら

10
月
21
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
環
境
の
保
全
の
見
地

か
ら
の
意
見
を
11
月
５
日
㈫
ま
で

郵
送
か
Ｊ
Ｒ
東
海
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
見
解
を

ま
と
め
、
県
と
関
係
市
町

に
意
見
の
概
要
と
見
解
が

示
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

環
境
審
議
会
を
開
催

し
、
市
の
意
見
と
し

意
見
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
送
付
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、 
国
土
交
通
大
臣
や
環
境
大
臣

の
意
見
を
聞
き
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
結
果
の
修
正
を
行
い
、「
環

境
影
響
評
価
書
」
を
作
成
。
そ
の
結
果
は

公
表
さ
れ
ま
す
。

市
内
３
カ
所
で
Ｊ
Ｒ
が
説
明
会

　
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
準
備
書
の
説
明
会
が

10
月
に
市
内
３
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。環
境
影
響
評
価
の
項
目
と
な
っ
た「
大

気
環
境
や
水
環
境
」「
土
壌
環
境
」「
動
植

物
」「
景
観
」
な
ど
項
目
ご
と
に
調
査
結

果
や
予
測
、
評
価
、
環
境
保
全
措
置
な
ど

が
説
明
さ
れ
、
会
場
か
ら
の
質
問
に
回
答

す
る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
は
「
工
事
中
の
環
境
へ
の
影

響
や
交
通
安
全
対
策
」、「
工
事
の
実
施
時

期
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

東
海
は
「
工
事
実
施
計
画
の
認
可
後
、
事

業
説
明
会
で
丁
寧
に
説
明
し
た
い
。
引
き

続
き
事
業
へ
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
な
ど
と
回
答
し
ま
し
た
。

結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
路
線
の
概
要
は
、
中
津
川
市
境

か
ら
は
、
大
井
町
を
西
方
向
に
進
み
、
濁に

ご
り

川が
わ

を
渡
っ
た
後
、ト
ン
ネ
ル
に
入
り
ま
す
。

同
地
区
の
県
道
４
０
１
号
恵
那
峡
公
園
線

と
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
の
下
を
ト
ン
ネ
ル
で
通

過
し
た
後
、
中
央
自
動
車
道
の
北
側
で
阿

木
川
を
橋
で
渡
り
ま
す
。
県
道
72
号
恵
那

蛭
川
東
白
川
線
と
地
上
で
交
差
し
、
ト
ン

ネ
ル
に
入
り
、
長
島
町
中
野
地
区
と
久
須

見
地
区
を
西
方
向
に
進
み
ま
す
。
武
並
町

藤
地
区
の
藤
川
と
一
般
国
道
４
１
８
号
と

地
上
で
交
差
し
た
後
、
再
び
ト
ン
ネ
ル
に

入
り
、
瑞
浪
市
に
至
り
ま
す
。
市
内
の
通

過
延
長
は
約
10
㌔
。
そ
の
う
ち
の
約
80
㌫

が
ト
ン
ネ
ル
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

上
部
は
、
主
に
高こ

う

架か

橋き
ょ
う

で
通
過
し
ま
す
。

ま
た
大
井
変
電
所
付
近
に
は
、
ト
ン
ネ
ル

の
非
常
口
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

▲阿木川を横断するイメージ図。大井町旭ケ丘か
ら野畑方面を望む

松ヶ丘
集会所

中央自動車道

恵那インター
チェンジ

ＪＲ中央本線

て
知
事
へ
提
出
し

ま
す
。
知
事
は
市

町
村
や
審
査
会

の
意
見
を
踏

ま
え
て
県
の

▲

市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
説
明
会

※

用地幅約22ｍ 用地幅約22ｍ

防音壁設置
の場合

防音防災フー
ド設置の
場合

山岳トンネル

非常口

トンネル部

地上部

非常口のイメージ図 高架橋の標準的な断面図
凡例と説明



国道418号
田尻クラブ

（品川から230㌔）

中山道

武並町藤

四ッ谷
集会所

一ノ沢ため池

四ッ谷川

新田上ため池

貯水槽

恵那インター
チェンジ

県道恵那白川線
市立恵那病院

南集会所

長島町中野

紅坂一里塚藤川
紅坂川

至瑞
浪市

武並町竹折

千田川

山中川

県道大湫恵那線

長島町久須見

国集川

竹折防災ダム

トンネルのイメージ図

乗越会館
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工
事
実
施
計
画
を
来
年
度
申
請

　
環
境
影
響
評
価
書
が
公
告
さ
れ
る
の

は
平
成
26
年
度
の
見
込
み
で
す
。
評
価

書
が
公
告
さ
れ
る
と
、
全
国
新
幹
線
鉄

道
整
備
法
に
定
め
ら
れ
た
工
事
実
施
計

画
の
認
可
申
請
手
続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
工
事
実
施
計
画
に
は
、
工
事
の
区
間

や
工
事
方
法
、
工
事
の
着
手
と
完
了
の

予
定
時
期
な
ど
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
す

る
も
の
で
、
内
容
が
認
め
ら
れ
れ

ば
認
可
さ
れ
、
工
事
開
始
に
向
け

た
説
明
会
が
始
ま
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

工
事
の
対
応
は
協
議

　
リ
ニ
ア
の
整
備
で
は
、

大
き
な
規
模
の
土
木
工
事

を
伴
い
ま
す
。
ま
た
列

車
の
走
行
方
式
で
は
、

超
電
導
磁
気
浮
上
方

式
と
い
う
新
技
術
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
開

業
効
果
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
工
事
が
続

く
こ
と
に
よ
る
交
通
渋
滞
へ
の
心
配
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
事
業
に
関
す
る
心
配
は
、

事
業
者
の
Ｊ
Ｒ
東
海
と
調
整
し
、
説
明
と

対
策
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
通
過
地
域
で
は
、
リ
ニ
ア
に
よ
っ
て
現

在
の
道
路
や
排
水
、
水
道
な
ど
の
機
能
が

分
断
さ
れ
な
い
よ
う
に
付
け
替
え
ら
れ
ま

す
。
道
路
な
ど
は
、
現
在
の
幅
員
で
の
付

け
替
え
が
基
本
に
な
り
ま
す
が
、
将
来
計

画
に
合
わ
せ
た
付
け
替
え
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
公
共
施
設
の
管
理

者
（
国
や
県
、
市
な
ど
）
に
道
路
や
水
道

な
ど
の
機
能
回
復
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
す
。

　
協
議
の
時
期
な
ど
は
、
ま
だ
明
確
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
通
過
地
域
の
生
活
に

支
障
の
な
い
よ
う
に
市
の
将
来
計
画
を
Ｊ

Ｒ
東
海
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
将
来
計
画
は
、
市
で
策
定
中
の
リ

◆
事
業
の
進
め
方

（
環
境
影
響
評
価
か
ら
工
事
開
始

ま
で
の
流
れ
）

環
境
影
響
評
価
書
の
公
告

工
事
実
施
計
画
の
申
請
と
認
可

認
可
か
ら
工
事
開
始
ま
で

（
平
成
２６
年
度
中
を
予
定
）

（
平
成
２６
年
度
中
を
予
定
）

（
期
日
は
未
定
）

　大井町では、町内の組織や
リニア対策委員会が連携し、
リニアの工事中での課題や将
来のまちづくりへの展望と課
題について意見を集約中で
す。問題や提案は関係機関に
提言し、大井町のまちづくり
に反映させていきたいと思い
ます。

課題や意見を
集約中です

大井地域協議会会長
　市川 美

よしひこ

彦 さん

集客構想に
知恵を絞ります

●井戸や湧き水など水利用調査に協力を

　リニア予定路線周辺の井戸水や湧き水、沢
水、頭首工などの利用状況についての情報提供
をお願いします。管理者や位置、用途などをお
知らせください。記入用紙は、リニアまちづく
り課や各振興事務所、市ウェブサイト（http://
www.city.ena.lg.jp/）から入手できます。

●まちづくりや環境へ意見を
　リニアに関連するまちづくりや環境に関する
意見を本紙折り込みの広報直通便や電子メー
ル、ファクスなどでお寄せください。様式は問
いません。
□締め切り　11月29日㈮
　　　　リニアまちづくり課志 26-2111（内
線 385）、 糸 linear@city.ena.lg.jp、 思 25-
6150

申・問

市観光協会会長
　鎌田 満

みつる

 さん

　市内には恵那峡や岩村城跡
など多くの観光地がありま
す。リニアを介して集客でき
るように、観光鉄道としての
明知鉄道の利用や中央道のス
マートインターの設置など、
構想を練らなければなりませ
ん。全国に恵那市を紹介でき
るよう知恵を絞りたいです。

リニアの路線が明らかに特集１

※頭首工＝湖沼や河川などから用水を引き入れるための施設

ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
中
で
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
基
盤
整
備
と
い
う
分
野
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

 

水
利
用
状
況
の
情
報
提
供
を

　
井
戸
や
沢
水
な
ど
の
水
利
用
は
、
把
握

が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
、
路
線
周
辺
で
こ

れ
ら
を
利
用
し
て
い
る
方
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
リ
ニ
ア
に
関
す
る
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
に
関
す
る
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
県
知
事
へ
の
意
見
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
な
お
Ｊ
Ｒ
東
海
が
受
け
付

け
て
い
る
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
準

備
書
に
対
す
る
意
見
募
集
は
、
11
月
５
日

㈫
ま
で
（
必
着
）
で
す
。

※

事
業
説
明
会

工
事
開
始

工
事
説
明
会

用
地
取
得

用
地
測
量

用
地
説
明

設
計
協
議

中
心
線
測
量

武並町藤田尻地区の高
架橋設置のイメージ図
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短
時
間
で
の
搬
送
が
可
能

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
救
急
医
療
用
の
医

療
機
器
や
医
薬
品
を
搭
載
し
、
医
師
と
看

護
師
が
搭
乗
し
て
い
る
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
。
急
を
要
す
る
重
症
傷
病
者
が
い
る

場
所
に
向
か
い
、
医
療
機
関
に
搬
送
す
る

ま
で
の
間
、
機
内
で
患
者
に
必
要
な
救
命

医
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
は
、
平
成
２３
年
２
月
に
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
を
導
入
し
ま
し
た
。
普
段
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
、
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

常
駐
し
て
お
り
、
県
内
の
消
防
本
部
の
要

請
で
出
動
し
ま
す
。
要
請
を
受
け
て
か
ら

は
、
５
分
程
度
で
出
動
し
、
当
市
に
は
、

15
か
ら
20
分
後
に
到
着
し
ま
す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
に
よ
り
、
早
期

に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
、
短
時

間
の
う
ち
に
医
療
機
関
へ
重
症
傷
病
者
を

搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
期
の
治

療
は
、
傷
病
者
の
救
命
を
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
後
遺
症
を
軽
減
す
る
こ
と
な
ど

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
当
市
は
特
に
面
積

が
広
く
、
山
間
地
域
が
あ
る
た
め
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
は
、
大
き
な
効
果
と
安

心
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

  
救
急
車
と
連
携
し
て
搬
送

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
ど
の
よ
う
な
流
れ

で
救
急
搬
送
が
必
要
な
傷
病
者
の
所
へ
飛

来
し
病
院
に
搬
送
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

早期の治療に効果
　あなたが急に病気やけがなどで重症傷病者になっ
たとき、頼りになるのは救急車です。しかし、搬送
先の救急病院から離れた場所だったり、専門治療が
できる遠くの病院に行く必要があったりした場合に
は、救急医療用ヘリコプター（以下、ドクターヘリ）
を使った搬送が効果を発揮します。当市は面積が広
く、山間地もあるため、ドクターヘリの活用を含め
た救急体制を整えておくことが、より安心につなが
ります。
　ここでは、ドクターヘリの紹介や利用状況などに
ついてお知らせします。
□問い合わせ　消防本部消防課　志 26 - 0119（内
線 231）

【
要
請
の
判
断
】　

①
１
１
９
番
通
報
の
内
容
か
ら
重
篤
症
例

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
救
急
車
の
出
動
と

同
時
に
通
信
指
令
室
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

を
要
請
し
ま
す
。

②
救
急
車
が
到
着
し
た
と
き
に
、
医
師
に

よ
る
早
期
治
療
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
場

合
は
、
救
急
隊
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要

請
し
ま
す
。

　
①
の
場
合
も
救
急
車
は
出
動
し
ま
す
。

ドクターヘリを活用した救急体制

通
報
受
信
時
に
指
令
室
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

を
必
要
と
考
え
要
請
し
た
場
合
で
も
、
現

場
に
到
着
し
た
救
急
隊
が
必
要
な
い
と
判

断
し
た
場
合
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請

を
取
り
止
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
決
定
】

　
着
陸
す
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
決
定
は
、
救

急
要
請
の
現
場
か
ら
近
い
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

位
置
な
ど
を
総
合
し
て
考
え
、
最
短
で
傷

病
者
が
医
師
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
よ
う

考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。

【
着
陸
の
支
援
】　

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
受
け
入
れ
る
た
め
に

は
、
現
地
で
の
準
備
が
必
要
で
す
。
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
安
全
確
保
や
飛
散
物
の
撤
去
、

付
近
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
で
す
。
未
舗
装

の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
消
防
車
が
散
水
し

て
、
砂
や
ほ
こ
り
の
飛
散
防
止
の
処
置
な

ど
を
行
い
ま
す
。

【
医
師
の
診
察
と
搬
送
方
法
の
決
定
】　

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
到
着
し
た
後
は
、
医

師
が
救
急
車
の
中
で
診
察
や
治
療
を
し
ま

す
。
そ
の
後
に
搬
送
す
る
病
院
は
、
傷
病

者
の
状
態
に
応
じ
て
医
師
が
選
定
し
ま

す
。
ま
た
搬
送
方
法
を
救
急
車
で
の
陸
路

か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
空
路
か
も
併
せ

て
医
師
が
決
定
し
ま
す
。

　

  

飛
来
が
で
き
な
い
場
合
も

　
い
つ
で
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
利
用
は
、
安
全
に
飛
行
で
き
る
日
中

の
時
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
中

で
あ
っ
て
も
、
他
地
域
で
出
動
し
て
い
た

り
、
悪
天
候
だ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
要

請
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
表
は
、
市
が
こ
れ
ま
で
に
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
た
件
数
と
要
請
後
に

取
り
止
め
に
な
っ
た
件
数
で
す
。

□
要
請
の
件
数
（
平
成
23
、24
年
は
実
績
、

２５
年
は
９
月
３０
日
現
在
）

年

要
請
件
数

取
り
止
め
な
ど

平
成
23
年

42
件

11
件

平
成
24
年

64
件

21
件

平
成
25
年

45
件

８
件

救
急
通
報
（
１１９
番
）
受
信

救
急
車
出
動

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

要
請

救
急
隊
到
着
・

応
急
処
置

散
水
・
飛
散
物

の
撤
去
な
ど

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

到
着

救
急
病
院
へ
の
搬
送

医
師
の
患
者
へ

の
接
触
・
処
置

救急車で搬送
の場合

ドク
ター
ヘ

リで
搬送

の場
合

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

決
定

ヘ
リ
ポ
ー
ト

に
移
動

傷
病
者
の

引
き
継
ぎ

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

に
移
動

利用には費用が掛かり
ますか。

答　ドクターヘリでの搬送
自体の費用は掛かりません
が、救急現場やドクターヘ
リの中で行った医療行為に
よる医療費については、医
療保険制度に基づき請求さ
れます。

誰でもドクターヘリの
要請ができますか。

答　直接行うことはできま
せん。消防機関の要請を受
け、基地病院の医師の医学
的判断や機長の飛行判断に
よって出動します。

質問に答えますドクター

ヘリへの

●
傷
病
者
搬
送
の
主
な
流
れ

搬送先の病院はどこに
なりますか。

答　救急治療が可能で、ヘ
リポートが近くにある病院
です。平成 24 年度の主な
搬送先は、県立多治見病院
28件、岐阜大学病院 5 件、
市立恵那病院 3 件でした。

▲空路で搬送するため救急車からドクターヘリに傷病者を引き継ぐ ▲救急医療用ヘリコプター

特集
2
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を
行
い
、
中
部
大
学
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ

搬
送
。
早
期
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
医
師

に
よ
り
治
療
が
開
始
さ
れ
、
羽
島
郡
笠

松
町
の
病
院
へ
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

ヘ
リ
の
着
陸
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
は
、
市
指
定
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
機
長
が
判
断
し
、
緊
急
的

に
着
陸
し
ま
し
た
。

　
救
急
車
到
着
時
、
傷
病
者
に
は
意
識

が
な
か
っ
た
も
の
の
呼
吸
と
脈
拍
は
再

開
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
医
師
に
よ
っ
て

治
療
が
開
始
さ
れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
例
で
は
、
市
民
と
消
防
、
医

師
の
連
携
が
適
切
に
な
さ
れ
た
こ
と
が

功
を
奏
し
ま
し
た
。
こ
の
男
性
は｢

み

な
さ
ん
の
協
力
と
早
い
対
応
、
治
療
の

お
か
げ
で
、
後
遺
症
も
な
く
、
無
事
に

社
会
復
帰
で
き
ま
し
た｣

な
ど
と
感
謝

の
言
葉
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
緊
急
性
が
あ
る
症
状
や
け
が
が
発

生
し
た
と
き
に
は
、
我
慢
せ
ず
に

１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

通
信
司
令
室
の
職
員
が
状
態
を
伺

い
、
救
急
車
の
出
動
や
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
要
請
を
し
ま
す
。

　
大
人
の
体
に
次
の
よ
う
な
症
状
が

発
生
し
た
と
き
は
、
緊
急
性
を
要
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
頭
】「
突
然
の
激
し
い
頭
痛
」「
突

然
の
高
熱
」「
支
え
な
し
で
立
て
な

い
ぐ
ら
い
急
に
ふ
ら
つ
く
」

【
顔
】「
顔
半
分
が
動
き
に
く
い
か
、

し
び
れ
る
」「
に
っ
こ
り
笑
う
と
口

や
顔
の
片
方
が
ゆ
が
む
」「
ろ
れ
つ

が
回
り
に
く
い
」「
う
ま
く
話
せ
な

い
」「
視
野
が
欠
け
る
」「
物
が
突
然

二
重
に
見
え
る
」「
顔
色
が
明
ら
か

に
悪
い
」

【
胸
や
背
中
】「
突
然
の
激
痛
」「
急

な
息
切
れ
」「
呼
吸
困
難
」「
胸
の
中

央
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
ま

た
は
圧
迫
さ
れ
る
よ
う
な
痛
み
が

２
、３
分
続
く
」「
痛
む
場
所
が
移
動

す
る
」

【
腹
】「
突
然
の
激
し
い
腹
痛
」「
持

続
す
る
激
し
い
腹
痛
」「
吐
血
や
下

血
が
あ
る
」

【
手
足
】「
突
然
の
し
び
れ
」「
突
然
、

片
方
の
腕
や
足
に
力
が
入
ら
な
く
な

る
」

　
そ
の
他
、「
意
識
の
障
が
い
や
、

け
い
れ
ん
」「
大
量
出
血
の
あ
る
外

傷
」「
広
範
囲
の
や
け
ど
」「
冷
や
汗

を
伴
う
よ
う
な
強
い
吐
き
気
」「
異

物
の
飲
み
込
み
」
な
ど
の
場
合
も
す

ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
１
１
９
番
通
報
の
不
適
正
な
利
用

は
困
り
ま
す
。
本
当
に
緊
急
性
を
有

す
る
人
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
な
ど
し

ま
す
の
で
、
適
正
な
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
不
適
正
利
用
の
例
】

　「
交
通
手
段
と
し
て
の
救
急
車
利

用
」「
待
ち
時
間
な
く
診
察
す
る
た

め
の
救
急
車
利
用
」「
便
秘
で
救
急

車
を
要
請
」「
微
量
の
鼻
血
で
救
急

車
を
要
請
」「
軽
い
け
が
で
救
急
車

を
要
請
」「
何
度
も
軽
症
の
同
じ
症

状
で
救
急
車
を
要
請
」「
風
邪
を
ひ

い
た
が
、
雪
道
を
運
転
し
た
く
な
い

の
で
、
救
急
車
を
要
請
」
な
ど

※
常
に
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
緊

急
性
の
な
い
も
の
は
、
早
め
に
自
分

で
病
院
に
掛
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い

町名 場所
大井町 大井第二小学校

市立恵那病院
大井小学校
シアター恵那

長島町 恵那北小学校
長島小学校
まきがね西グラウンド
まきがね公園多目的広場
恵那インター
阿木川公園
市消防本部
恵那総合庁舎
永田区民グラウンド

東野 東野小学校
三郷町 三郷小学校
武並町 武並小学校

中部大学研修センター
藤花苑

笠置町 恵那北中学校
姫栗ふれあい広場
毛呂窪運動広場

町名 場所
中野方町 中野方小学校

中野方ふれあいグラウンド
笠置山（グリーンピア恵
那跡地）
中野方町材木置場横

飯地町 飯地小学校
飯地振興事務所

岩村町 阿木川ダム
岩村町総合グラウンド
岩村町総合グラウンド下臨
時駐車場
岩邑小学校
恵那特別支援学校

山岡町 久保原グラウンド
飯高観音 1
飯高観音 2
イワクラ公園
山岡小学校
山岡グラウンド
田代コミュニティ消防センター

町名 場所
山岡町 AF 場外離着陸場（パラ

プレーン飛行場）
明智町 明智中学校

千畳敷グラウンド
和合橋
吉田小学校
明智ゴルフ場
東方センター

串原 ささゆりの湯 1
ささゆりの湯 2
串原小中学校
奥矢作レクリエーション
センター
矢作ダム記念碑（愛知県）

上矢作町 上矢作小学校
上矢作山村広場
上矢作中学校
上矢作山村広場駐車場
越沢コテージ

その他 小里川ダムヘリポート（瑞
浪市）

計画的に専用ヘリポートを整備
　ドクターヘリの運航開始当時には、市内のヘリコ
プターの緊急離着陸場として、５４カ所指定してい
ました。そのうち専用のヘリポートは、市立恵那病
院の公園内の１カ所のみで、それ以外は緊急時に管
理者の承諾を得て、グラウンドや駐車場などを使用
していました。
　ドクターヘリの活動では、安全面や砂ぼこりによ
る周囲への影響、ヘリコプターの機体への影響、消
防による安全確保と砂ぼこり対策の作業時間などを
考慮すると、専用ヘリポートを整備することが非常
に重要です。平成23年度から市では、消防署から
遠距離となる地域を考慮して、順次、専用ヘリポー
トの整備を進めています。
　現在のヘリポートの指定は、57カ所です。ヘリ
ポートの整備状況と整備計画は次の通りです。

・平成２３年度　消防防災センター、中野方町
・平成２４年度　飯地町
・平成２５年度　串原
　平成 26 年度以降は、未整備地区から提出される
設置要望と過去のドクターヘリ要請（搬送）状況な
どを考慮し、順次ヘリポート整備地区を決定する予
定です。

市内の57カ所を指定Ｈ

我
慢
せ
ず
１
１
９
番
通
報

救
急
車
の
利
用
は
適
切
に

不
適
正
利
用
は
困
り
ま
す

▲

飯
地
振
興
事
務
所
の
前
に
整
備

し
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト

■市内の緊急時のヘリポート一覧

事例１事例2

３
者
が
連
携
し
て
救
命

大
量
出
血
も
無
事
回
復

ドクターヘリ
の要請に感謝

（三郷町・54歳）
熊崎 暢

のぶとし

敏 さん

　当時は意識がもうろうとし
ていましたが、救急隊員に何
度も声を掛けてもらったこと
を覚えています。命に危険が
ある中、ドクターヘリを早い
段階で要請してもらったこと
に感謝しています。今では、
日常生活や仕事に支障がない
程度までに回復しました。

▲ゴルフ場で倒れた傷病者をドクターヘリで搬送する準備

　
三
郷
町
で
１
月
１６
日
、
電
動
の
こ
ぎ

り
で
右
前
腕
を
不
完
全
切
断
し
、シ
ョ
ッ

ク
状
態
に
な
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　
通
報
を
受
け
た
消
防
本
部
で
は
、
救

急
車
の
出
動
と
同
時
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

を
要
請
し
ま
し
た
。
救
急
車
到
着
時
の

傷
病
者
は
、
大
量
の
出
血
の
た
め
顔が
ん
め
ん面

蒼そ
う
は
く白
で
、
呼
吸
と
脈
拍
も
速
く
手
足
の

末
端
は
冷
感
と
湿
潤
で
出
血
性
シ
ョ
ッ

ク
状
態
。
危
険
な
状
態
で
し
た
。
直
ち

に
救
急
隊
が
で
き
る
処
置
と
酸
素
吸
入

　
昨
年
４
月
、
市
内
の
ゴ
ル
フ
場
で
、

５５
歳
の
市
外
の
男
性
が
突
然
倒
れ
た
た

め
、
後
続
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
駆
け
寄
る

と
意
識
呼
吸
な
し
。
直
ち
に
心
肺
蘇
生

法
を
行
う
と
と
も
に
、
ゴ
ル
フ
場
の
従

業
員
に
連
絡
し
ま
し
た
。
従
業
員
は
、

１
１
９
番
通
報
を
行
い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
電

気
シ
ョ
ッ
ク
と
心
肺
蘇
生
法
を
継
続
し

ま
し
た
。

　
消
防
本
部
で
は
、
重
篤
な
病
態
で
あ

る
と
判
断
し
、
救
急
車
出
動
と
同
時
に

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
。
併
せ
て
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
支
援
車
両
も
出
動
さ
せ
ま
し

た
。
救
急
車
は
傷
病
者
の
観
察
処
置
、

支
援
車
両
は
ゴ
ル
フ
場
内
へ
ド
ク
タ
ー



 介護老人保健施設事業会計

 国民健康保険診療所事業会計

 水道事業会計

 病院事業会計

平
成
２４
年
度

市
の
決
算
概
要

 

一
般
会
計
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
１５

億
０
０
２
４
万
円
で
、
平
成
２５
年
度
へ
予

算
を
繰
越
し
た
事
業
の
た
め
の
財
源
１
億

５
６
０
７
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
、１３
億
４
４
１
７
万
円
の
黒
字
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
１
０
６
億

６
０
０
３
万
円
で
歳
入
総
額
の
３６
・
８
㌫

を
占
め
、
市
税
が
６９
億
０
４
６
３
万
円

（
２３
・
８
㌫
）、
借
金
の
市
債
は
３１
億
６
７

０
０
万
円
（
１０
・
９
㌫
）
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
市
の
事
業
に
対
す
る
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
と
し
て
、
国
庫
支
出
金
が

２０
億
３
４
４
３
万
円
（
７
・
０
㌫
）、
県
支

出
金
が
１７
億
８
１
１
３
万
円
（
６
・
２
㌫
）

の
収
入
で
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
高
齢
者
福
祉
や
障
が
い
者

福
祉
、
生
活
保
護
な
ど
の
福
祉
事
業
、
保

育
所
の
運
営
、
子
育
て
の
た
め
の
手
当
て

の
支
給
な
ど
の
民
生
費
が
６１
億
５
９
４
０

万
円
で
歳
出
総
額
の
２２
・
４
㌫
で
し
た
。

職
員
管
理
や
地
域
活
性
化
事
業
な
ど
を
含

む
総
務
費
は
、
４６
億
９
６
８
９
万
円
（
１７・

１
㌫
）、
予
防
接
種
な
ど
の
健
康
事
業
や

ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
の
経
費
な
ど
を

含
む
衛
生
費
は
、
３９
億
７
０
１
３
万
円

（
１４
・
５
㌫
）、
学
校
施
設
な
ど
の
整
備
を

行
っ
た
教
育
費
は
、
２８
億
６
２
０
４
万
円

（
１０
・
４
㌫
）、
土
木
費
２４
億
１
０
３
３
万

円
（
８
・
８
㌫
）、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
借
金
の
返
済
と
な
る
公
債
費
は
、

４１
億
２
５
３
７
万
円
と
歳
出
総
額
の
１５
・

０
㌫
を
占
め
ま
し
た
。

　
平
成
２４
年
度
の
市
の
決
算
が
確
定
し
、
９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、
１
年
間
に

ど
の
く
ら
い
お
金
が
入
り
（
歳
入
）、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
（
歳
出
）
か
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
決
算
を
す

る
こ
と
で
、
市
の
財
政
状
況
の
分
析
が
で
き
ま
す
。
一
般
会
計
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
市
の
歳

入
総
額
は
、
４
９
８
億
０
５
６
３
万
円
。
歳
出
総
額
は
４
８
１
億
８
５
０
０
万
円
。
歳
入
と
歳
出
の
差
し
引
き

額
は
、
１６
億
２
０
６
４
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
財
務
課
（
内
線
３
５
２
）

歳
出
総
額
は
４８２
億
円

歳入総額　２８９億７,２５０万円

歳出総額　２７４億７,２２６万円

▲東野小学校に浄水機能付きのプールを整備

特別会計 歳　入 歳　出 歳入歳出決算差引額

国民健康保険 56億5,182万円 54億9,201万円 1億5,981万円
介護保険（事業勘定） 51億0,334万円 49億8,608万円 1億1,726万円
（サービス事業勘定） 1,914万円 1,914万円 ０万円
簡易水道 10億6,503万円 10億6,450万円 53万円
農業集落排水 2億7,948万円 2億7,935万円 13万円
駐車場 6,009万円 5,393万円 616万円
公共下水道 15億3,362万円 15億2,805万円 557万円
遠山財産区 532万円 488万円 44万円
上財産区 85万円 55万円 30万円
後期高齢者医療 6億0,985万円 5億9,555万円 1,430万円

計 143億2,854万円 140億2,404万円 3億0,450万円

資本的収支決算
収入 2,508万円
支出 3,656万円

収益的収支決算
収入 6億5,442万円
支出 6億1,241万円

資本的収支決算
収入 2,231万円
支出 3,370万円

収益的収支決算
収入 ４億5,679万円
支出 4億8,308万円

資本的収支決算
収入 1億6,480万円
支出 2億0,887万円

収益的収支決算
収入 38億3,612万円
支出 37億4,954万円

資本的収支決算
収入 ５,７８４万円
支出 ３億１,３２６万円

収益的収支決算
収入 8億7,334万円
支出 ８億２,３４６万円

□事業概要
　給水件数：１０,９９７件　
　総配水量：４,３７５,６２８立方㍍

□市立恵那病院　　　　
　外来患者数：68,908人　
□国保上矢作病院
　外来患者数：29,057人　

□事業別利用者数
　入所事業：31,279人　
　短期入所事業：2,717人

□６診療所
　外来患者数：46,504人 

借
金
（
市
債
）
の
状
況

●
市
民
１
人
に
、
約
１
０
３
万
円
の
借
金

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

借
金
の
総
額
は
５
５
３
億
３
５
４
３
万
円

　
市
民
一
人
当
た
り
の
貯
金
が
３１
万
３
１

７
４
円
あ
る
状
況
で
す
。

  

近
隣
市
と
の
比
較

　

本
市
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
、
東
濃
地
域
の
各
市
と
比
較

し
ま
し
た
。
本
市
の
主
な
財
政
状
況
の
過

去
６
年
間
の
推
移
と
、
東
濃
地
域
の
各
市

は
、
平
成
２３
年
度
ま
で
の
過
去
５
年
間
の

財
政
状
況
を
、
次
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
で
示

し
て
い
ま
す
。

▲

岩
村
本
通
り
の
整
備
完
了
を
み
ん
な
で
祝
福

 

貯
金
（
基
金
）
の
状
況

●
貯
金
は
市
民
１
人
当
た
り
約
３１
万
円

　
市
の
貯
金
の
総
額
は
１
６
８
億
９
２
３

０
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て
１９
億
７
１

０
９
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

で
、
昨
年
度
と
比
べ
て

１０
億
６
２
６
０
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
借
金
を
市
民
一
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
、

１
０
２
万
５
８
８
９
円

と
な
り
ま
す
。（
平
成
２５

年
３
月
３１
日
現
在
の
人

口
５
万
３
９
３
９
人
）

 介護老人福祉施設事業会計

資本的収支決算
収入 2,094万円
支出 2,147万円

収益的収支決算
収入 3億9,295万円
支出 4億0,635万円

□事業別利用者数
　入所事業：21,238人　
　短期入所事業：3,645人

市債の現在高 553億3,543万円
一般会計 368億6,995万円
特別会計 149億2,771万円
企業会計 35億3,777万円

一般会計に属する基金 148億0,958万円
地域振興基金 31億9,500万円
病院施設等整備基金 30億0,192万円
財政調整基金 28億1,095万円
公共施設整備基金 20億1,653万円
減債基金 13億2,204万円
地域福祉基金 9億8,206万円
市民のまちづくり基金 5億6,652万円
地域づくり基金 1億3,784万円
過疎地域自立促進基金 8,380万円
図書館基金 447万円
その他 6億8,845万円

特別会計に属する基金 6億7,903万円
国民健康保険給付基金 3億5,864万円
駐車場施設整備基金 2億3,969万円
農業集落排水基金 826万円
その他 7,244万円
企業会計に属する基金 1億2,460万円
積立金（水道事業） 4,000万円
積立金（介護老人福祉施設） 4,300万円
その他 4,160万円
定額の資金を運用する基金 12億7,909万円
土地開発基金 9億7,252万円
奨学資金貸与基金 2億6,749万円
その他 3,908万円

（４１億２,５３７万円）

一般会計
（歳入）

一般会計
（歳出）

地方交付税３６.８％

市税２３.８％

国庫支出金７.０％

市債１０.９％

県支出金６.２％

その他１５.３％

民生費２２.４％

総務費１７.１％

公債費１５.０％

教育費１０.４％

衛生費１４.５％

土木費８.８％

その他１１.８％

図１

図２

　◆企業会計

◆特別会計

◆一般会計

◆基金

◆市債

（１０６億６,００３万円）

（６９億０,４６３万円）

（３１億６,７００万円）

（２０億３,４４３万円）

（１７億８,１１３万円）

（６１億５,９４０万円）

（４６億９,６８９万円）

（３９億７,０１３万円）

（２８億６,２０４万円）

（２４億１,０３３万円）

（４４億２,５２８万円）

（３２億４,８１０万円）
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な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
公
共
事

業
に
伴
う
資
金

の
使
途
と
、
財

源
を
示
す
公
共

資
産
整
備
収
支

で
は
約
１９
億

円
、
投
資
活
動

や
借
金
返
済
に

よ
る
資
金
収
支

を
示
す
投
資
・

財
務
的
収
支
で
は
、
約
６２
億
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
経
常
的
収

支
、
す
な
わ
ち
一
般
財
源
で
賄
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

平
成
２４
年
度

市
の
決
算
概
要

 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
市
の
資
産
と
そ

の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
、
純

資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を
示
し
た
も
の

で
す
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
市
の
総
資
産
は
、

約
１
４
７
０
億
円
。
道
路
や
公
共
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
た
め
に
発
行
す
る
地
方

債
な
ど
の
負
債
総
額
は
、
約
４
３
３
億

円
。
現
在
ま
で
の
世
代
が
税
金
を
支
払
っ

て
、
す
で
に
整
備
さ
れ
た
純
資
産
は
、
約

１
０
３
６
億
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
市
民

１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
資
産
は
約

２
７
２
万
円
で
、
負
債
が
約
８０
万
円
、
純

資
産
が
約
１
９
２
万
円
と
な
り
ま
す
。

 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
概
要

　
１
年
間
の
行
政
活
動
の
う
ち
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
ご
み
の
収
集
に
係
る
経
費
な

ど
、
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
支
出
と
、
使
用
料
や
手

数
料
な
ど
の
収
入
を
示
し
た
も
の
が
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
。
企
業
会
計
で
い
わ
れ
る

損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

　
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
掛
か
っ
た
費
用
は
、
約
２
２

２
億
円
で
、
使
用
料
な
ど
受
益
者
が
負
担

し
た
約
７
億
円
を
除
く
と
、
純
粋
な
行
政

コ
ス
ト
は
約
２
１
５
億
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
約
４０
万
円
の
費
用
が
掛
か
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

 バランスシート

資産の部 金　額

公共資産
学校や道路の建設、
土地購入などに使わ
れたお金の総額

1,251億7,400万円

（うち未使用資産） （5億5,300万円）
投資など
関係団体への出資金
や公共施設整備ほか
に蓄えているお金

161億1,100万円

流動資産
現金や貯金、必要な
ときに現金化するこ
とができる積立金、
市税などの未収金

57億0,700万円

（うち歳計現金） （15億円）
資産合計 １,４６９億９,２００万円

負債の部 金　額

固定負債
翌々年度以降に支払
いや返済が行われる
予定のもの

394億4,400万円

流動負債
翌年度に支払いや返
済をするもの

39億0,500万円

合　計 ４３３億４,９００万円

純資産の部 金　額

国と県からの補助金 222億9,300万円

一般財源などの自主
財源 813億5,000万円

合　計 １,０３６億４,３００万円

負債及び純資産合計 １,４６９億９,２００万円

 行政コスト計算書 純資産変動計算書

 資金収支計算書

経常行政コスト 金　額

人にかかるコスト
人件費、退職給与引
当金など

４６億3,300万円

物に係るコスト
電気料、修理など維
持補修費など

89億9,600万円

移転支出的なコスト
高齢者や児童などへ
の手当（扶助費）、団
体への補助金、特別
会計への操出金など

80億5,800万円

その他コスト
市債の利子、時効によ
り納入されなかった税
金（不納欠損）など

5億2,800万円

合　計 ２２２億１,５００万円

経常収益 金　額

使用料・手数料 6億4,400万円
分担金・負担金・寄
付金など

8,900万円
合　計 ７億３,３００万円

（差し引き）
純経常行政コスト

２１４億８,２００万円

期首純資産残高 １,０２５億０,６００万円

（純経常行政コスト）△214億8,200万円
（一般財源） 195億8,200万円
（補助金） 37億5,300万円
（臨時損益など） △7億1,600万円
期末純資産残高 １,０３６億４,３００万円

期首歳計現金残高 １５億０,６００万円

（経常的収支） 80億9,900万円
（公共資産整備収支） △19億円
（投資・財務的収支）△62億0,500万円
期末歳計現金残高 １５億円

 

純
資
産
変
動
計
算
書
の
概
要

　
純
資
産
変
動
計
算
書
は
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
純
資
産（
資
産
と
負
債
の
差
額
）

が
１
年
間
に
ど
の
よ
う
に
増
減
し
た
か
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　
平
成
２４
年
度
末
の
純
資
産
残
高
は
約

１
０
３
６
億
円
と
な
り
昨
年
度
末
と
比
べ

て
約
１１
億
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

 

資
金
収
支
計
算
書
の
概
要

　
性
質
の
異
な
る
３
つ
の
区
分
に
分
け

て
、
１
年
間
の
現
金
の
流
れ
を
示
し
た
も

の
が
、
資
金
収
支
計
算
書
で
す
。

　
日
常
の
行
政
活
動
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
資

金
の
経
常
的
な
収
支
は
、
約
８１
億
円
と

●　用語の説明　●
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財
政
健
全
度
の
状
況

　
平
成
２０
年
４
月
１
日
に
一
部
施
行
さ
れ

た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
算
定
と
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
た
実
質
赤
字
比
率
や
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
の
四
つ
の
指
標
の
健
全
化
判

断
比
率
と
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

比
率
は
次
の
通
り
で
す
。
実
質
公
債
費
比

率
は
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率

は
１５
・
１
ポ
イ
ン
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年

度
か
ら
改
善
し
ま
し
た
。
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多治見市・土岐市・瑞浪市・中津川市・恵那市の財政状況の比較

（一般会計） （一般会計）
多治見市
土岐市
瑞浪市
中津川市
恵那市

決
算
概
要
の
詳
細
は
、市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.city.ena.lg.jp/

）
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

健全化

判断比率

指標名 恵那市の数値 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － 12.58％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 17.58％ 30.00％
実質公債費比率 11.0％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 36.3％ 350.0％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字の場合「－」で表します

指標名 会計名 恵那市の数値 経営健全化基準

資金不足比率

水道事業会計 － 20.0％
病院事業会計 － 20.0％
介護老人保健施設事業会計 － 20.0％
国民健康保険診療所事業会計 － 20.0％
簡易水道事業特別会計 － 20.0％
農業集落排水事業特別会計 － 20.0％
公共下水道事業特別会計 － 20.0％

※資金不足がない場合「－」で表します
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８４．７

９１．８

８９．２

８１．９

H１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H２４
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０．６４

０．５０

０．６０

０．４９

０．４８

６．２

８．５

１３．９

１．３

１１．０

（％）

（円） （円） （円）（円）

（％）

（％） （％）
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８３．４

１１．４

土岐市

中津川市

恵那市

瑞浪市

多治見市
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槽
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
締
め
切
り
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
設
置
を
予
定
し
て
い
る

方
は
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
補
助
額
　
専
用
住
宅
の
上
限
金

額
は
、
次
の
通
り
で
す
。
　
▽
５

人
槽
＝
５８
万
２
０
０
０
円
　
▽
７

人
槽
＝
６６
万
４
０
０
０
円
　
▽
１０

人
槽
＝
７９
万
８
０
０
０
円

□
締
め
切
り
　
１１
月
２９
日
㈮
（
予

算
額
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
工
事
着
工
前
に
申
請
し
、
平
成

２６
年
３
月
３１
日
㈪
ま
で
に
完
成
し

て
く
だ
さ
い
。
専
用
住
宅
以
外
の

補
助
額
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
１

６
６
）

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
す
。
１１
月
９
日
㈯
～
１５
日

㈮
ま
で
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　「
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　

Ｏオ

Ｎン

の
ま
ま
」
を
全
国
統
一
防
火

標
語
に
掲
げ
、
火
災
予
防
の
一
層

の
普
及
を
行
い
ま
す
。

住
宅
防
火
、
命
を
守
る
注
意
点

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　
行
政
相
談
委
員
を
１６
年
間
に
わ

た
り
務
め
て
い
る
保
母
茂
和
さ
ん

（
明
智
町
）
が
、
１０
月
１６
日
、
総

務
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
９
年
４
月
に
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
多
く
の
苦
情
や
意
見
な
ど

を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
や
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
啓
発
活
動

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
総
務
課
（
内
線
３
０
７
）

　
公
益
財
団
法
人
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信

託
地
域
文
化
財
団
で
は
、
長
年
、

　
市
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
や

自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
、
下
水

道
の
利
用
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
工
事
な
ど
の
融
資
あ
っ

せ
ん
や
利
子
補
給
制
度
、
浄
化
槽

補
助
金
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
、
下
水
道
工
事
の
融
資
あ
っ

せ
ん
と
利
子
補
給
制
度

　
水
道
と
下
水
道
の
工
事
に
掛
か

る
費
用
へ
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

し
、
こ
の
融
資
の
利
子
補
給
を
市

が
行
い
ま
す
。

□
対
象
　
一
般
家
庭
の
給
排
水
設

備
の
設
置
工
事
や
既
設
の
く
み
取

り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る

た
め
の
工
事
。
下
水
道
を
使
え
な

い
地
域
で
浄
化
槽
を
設
置
す
る
た

め
の
工
事
（
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
の
対
象
経
費
は
除
く
）。

※
家
屋
の
新
築
や
建
て
替
え
に
伴

う
も
の
は
除
く

□
融
資
限
度
額
　
２
０
０
万
円

□
利
率
　
２
・
１５
㌫

□
返
済
期
間
　
５
年
以
内

□
借
入
先
　
市
内
金
融
機
関

□
利
子
補
給
　
１０
万
円
を
限
度
に

返
済
完
了
後
に
利
子
補
給
し
ま

す
。（
延
滞
の
利
子
は
除
く
）　

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

　
５０
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

⑦
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

　
　
消
防
本
部
予
防
課
志
２
６
―

０
１
１
９
（
内
線
２
６
２
）

　
中
津
川
調
停
協
会
で
は
、
無
料

の
調
停
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１２
日
㈫
午
前
１０
時

～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
に
ぎ
わ
い
プ

ラ
ザ
６
階
（
Ｊ
Ｒ
中
津
川
駅
前
）

□
内
容
　
家
庭
内
紛
争
、
交
通
事

故
、
土
地
建
物
、
金
銭
な
ど
の
問

題
の
調
停
相
談

□
相
談
員
　
調
停
委
員
、
弁
護
士

□
そ
の
他
　
予
約
は
不
要
で
す
。

　
　
　
　
中
津
川
簡
易
裁
判
所
志

０
５
７
３
―
６
６
―
１
５
３
０

　
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
主
は
、
必
ず
労
働
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
す
。
労
災
保

険
は
、労
働
者
が
業
務
や
通
勤
で
、

負
傷
や
疾
病
、
死
亡
し
た
場
合
に

給
付
。
雇
用
し
た
労
働
者
は
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
も
全
て
対
象
で

す
。
雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失

業
や
教
育
訓
練
を
受
講
し
た
と
き

か
、 

在
職
中
の
６０
歳
以
上
６５
歳
未

満
や
育
児
休
業
中
、
介
護
休
業
中

の
労
働
者
に
一
定
の
賃
金
低
下
が

あ
っ
た
場
合
に
給
付
し
ま
す
。

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
一
週

間
の
所
定
労
働
時
間
が
２０
時
間
以

上
で
、
雇
用
見
込
み
が
３１
日
以
上

の
場
合
は
、
雇
用
保
険
に
加
入
し

て
く
だ
さ
い
。
加
入
手
続
を
し
て

い
な
い
事
業
主
は
、
す
ぐ
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
業
主
へ
は
、
失
業
の
予
防
や

雇
用
の
安
定
、
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
の
た
め
の
助
成
金
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
岐
阜
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室
志
０
５
８
―
２
４
５
―

８
１
１
５
、
恵
那
労
働
基
準
監
督

署
志
２
６
―
２
１
７
５

地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て
き

た
団
体
、
と
り
わ
け
地
域
の
音
楽

や
美
術
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
の
各

分
野
で
努
力
し
て
い
る
団
体
へ
助

成
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
希
望
す

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
部
門
　
音
楽
部
門
、
美
術
展
部

門
、
演
劇
部
門
、
伝
統
芸
能
部
門

□
対
象
　
平
成
２６
年
４
月
～
平
成

２７
年
３
月
ま
で
に
公
演
や
展
覧
会

を
開
催
す
る
団
体

※
音
楽
と
演
劇
、
伝
統
芸
能
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
が
対
象
。
過

去
に
当
財
団
の
助
成
を
受
け
た
団

体
は
、
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
書
類
を

郵
送
す
る

□
締
め
切
り
　
１１
月
３０
日
㈯
（
当

日
消
印
有
効
）

□
助
成
決
定
　
平
成
２６
年
３
月

□
そ
の
他
　
募
集
要
項
と
応
募
書

類
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.m

ut-tiikibunkazai
dan.or.jp

）か
ら
取
得
で
き
ま

す
。

　
　
　
　
〒
１
０
３
―
０
０
２
７

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
―
２
―

４
日
本
橋
ビ
ル
公
益
財
団
法
人
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団
志

０
３
―
３
２
７
２
―
６
９
９
３

　
　
文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

が
設
立
し
た
「
公
益
信
託
Ｊ
Ａ
・

県
信
連
民
俗
文
化
財
振
興
基
金
」

で
は
、
県
内
で
現
代
へ
と
伝
え
ら

れ
て
き
た
、
多
く
の
伝
統
文
化
や

民
俗
文
化
財
の
伝
承
活
動
に
助
成

し
ま
す
。
助
成
を
希
望
す
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
平
成
２６
年
４
月
～
１２
月

に
民
俗
文
化
財
保
存
や
伝
承
活
動

事
業
を
行
う
団
体
か
個
人

□
申
し
込
み
方
法
　
応
募
書
類
を

郵
送
す
る

□
締
め
切
り
　
１１
月
２９
日
㈮
（
当

日
消
印
有
効
）

□
助
成
決
定
　
平
成
２６
年
２
月

□
そ
の
他
　
募
集
要
項
と
応
募
書

類
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.nochutb.co.jp/

）
か

ら
取
得
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
〒
１
０
１
―
０
０
４
７

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
１
―
１

―
１２
農
中
信
託
銀
行
営
業
第
一
部

「
Ｊ
Ａ
・
県
信
連
民
俗
文
化
財
振

興
基
金
」
係
志
０
３
―
５
２
８
１

―
１
３
４
０

　
　
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合

会
志
０
５
８
―
２
７
６
―
５
１
１

１
、
文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

カップリングパーティーの参加者を募集

新しい出会いを見つけませんか

　第２５回ふれあいカップリングパーティーの
参加者を募集しています。
　パーティーでは、ビュッフェ方式で食事をし
ながら交流します。新たな出会いの一歩を踏み
出しませんか。
□とき　１２月１日㈰午前１１時～午後３時
□ところ　恵那峡グランドホテル　
□対象　独身の男女。年齢と婚暦は問いません。

（男性は市内在住者で、登録が必要です）
□定員　男女各２０人（応募者が多数の場合は
抽選とします）
□料金　 ▽男性＝５，０００円　 ▽女性＝３，０００円
□申し込み方法　市役所や各振興事務所に備え

付けの申込書に❶住所❷氏名❸性別❹年齢❺電
話番号❻職業❼趣味―を記入の上、持参するか
郵送、ファクス、電子メールで申し込む
□締め切り　１１月１５日㈮
※当日か前日にキャンセルする場合は、料金全
額の支払いが発生します。申込書は、市のウェ
ブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）から
も取得できます
　　　　〒５０９-７２９２（住所不要）ふるさと活力
推進室（内線３８２）、思２５-６１５０、死 enaguras
hi@city.ena.lg.jp　
　　恵那ことぶき結婚相談所運営協議会（林）
志０８０-２６１８-５５０６

　暴力は、性別や加害者、被害者の間
柄を問わず許されるものではありませ
ん。
　特に配偶者などからの暴力（ＤＶ）
や性犯罪、買売春、人身取引、セクシャ
ル・ハラスメント、ストーカー行為な
ど、女性への暴力は、女性の人権を著
しく侵害し男女共同参画の社会を形成
する上で克服すべき重要な課題です。
　国では「女性に対する暴力をなくす
運動」を行い、社会の意識啓発などに
取り組んでいます。この機会に、家庭
でも女性への暴力について話し合って
ください。
□運動期間　１１月１２日㈫～２５日㈪
　　子育て支援課（内線２６０）

暴力は許されません 募
集

案
内

地
域
文
化
の
振
興
に
助
成

を
希
望
す
る
団
体

伝
統
文
化
の
伝
承
に
助
成

を
希
望
す
る
団
体

河
川
環
境
の
た
め
に
下
水

道
利
用
や
浄
化
槽
設
置
を

火
災
の
予
防
に
努
め
命
を

守
ろ
う

紹
介

行
政
相
談
委
員
が
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働

保
険
は
加
入
済
み
で
す
か

無
料
の
調
停
相
談
を
開
催

▲保母茂和さん

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

問

問

問

申
・

問申・

問

問

申
・

問

問

申
・

問

問

申
・

問

問
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大
井
町
に
、
認
可
外
保
育
所
の

「
善
友
会
保
育
所
ち
ゃ
お
」
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ち
ゃ
お
で
は
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
、
お
子
さ
ん
の
発
達
状

況
に
合
っ
た
保
育
と
食
育
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

□
と
こ
ろ
　
大
井
町
１
７
７
６
番

地
１９
青
木
マ
ン
シ
ョ
ン
１
０
４
号

□
保
育
時
間
　
▽
通
常
保
育
＝
月

～
金
曜
日
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時
、
土
曜
日
午
前
８
時
半
～
午
後

１
時
　
▽
早
朝
保
育
＝
月
～
土
曜

日
午
前
７
時
半
～
８
時
半
　
▽
延

長
保
育
＝
月
～
金
曜
日
午
後
５
時

～
７
時
半

□
休
所
日
　
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始

□
対
象
　
０
～
２
歳
児

□
定
員
　
１５
人

□
料
金
　
▽
入
会
金
＝
３
０
０
０

円
　
▽
保
育
料
月
額（
食
費
込
み
）

＝
５
万
５
０
０
０
円
（
０
歳
児
）、

５
万
円
（
１
歳
児
）、４
万
５
０
０

０
円
（
２
歳
児
）　
▽
延
長
保
育

料
＝
２
０
０
０
円
／
月
　
▽
一
時

預
か
り
保
育
料
＝
８
０
０
円
／
時

間
（
一
時
預
か
り
は
昼
食
代
、
お

や
つ
代
が
別
途
必
要
で
す
）

　
　
　
　
善
友
会
保
育
所
ち
ゃ
お

志
２
６
―
２
２
５
６

　
　
子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
２

８
）

　
中
津
川
税
務
署
で
は
、
青
色
申

告
を
し
て
い
る
個
人
を
対
象
に
、

決
算
の
留
意
事
項
な
ど
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
１９
日
㈫
午
後
１
時

半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
津
川
市
健
康
福
祉

会
館

　
　
中
津
川
税
務
署
個
人
課
税
第

一
部
門
志
０
５
７
３
―
６
６
―
９

２
３
７

　
１２
月
１
日
㈰
か
ら
事
業
者
へ
の

雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給
要
件
が

次
の
よ
う
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

①
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
制
度
の
実
施

②
休
暇
規
模
要
件
の
設
置

③
特
例
短
時
間
休
業
の
廃
止

④
教
育
訓
練
の
見
直
し

　
　
岐
阜
労
働
局
助
成
金
セ
ン
タ

ー
志
０
５
８
―
２
６
３
―
５
６
５

０
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
志
２
６

―
１
３
４
１

　
１１
月
１１
日
㈪
か
ら
１７
日
㈰
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
市

役
所
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
「
税
に
関

す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
小
学
生
に
よ

る
習
字
の
展
示
」
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go.jp

）

に
は
、
特
設
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
１１
月
１１
日
㈪
～
１５
日
㈮

　
　
税
務
課
（
内
線
５
１
３
）

　
明
知
鉄
道
は
、
国
鉄
時
代
か
ら

数
え
て
来
年
８０
年
を
迎
え
ま
す
。

明
知
線
８０
周
年
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
県
内
出
身
の
川か

わ

鰭ば
た

祐
子

さ
ん
の
ほ
ろ
酔
い
ミ
ニ
・
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
９
日
㈯
午
後
４
時

～
６
時

□
と
こ
ろ
　
大
正
村
資
料
館

□
料
金
　
５
０
０
０
円
／
人
（
食

事
代
や
飲
み
物
（
冷
酒
）
代
を
含

み
ま
す
）

□
対
象
　
２０
歳
以
上
の
方

□
定
員
　
４０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
む
　

　
　
　
　
明
知
鉄
道
志
５
４
―
４

１
０
１
、
思
５
４
―
４
３
０
２

　
１１
月
１
日
㈮
か
ら
、
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
７
価
か
ら
１３

価
へ
一
斉
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
１３
価
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
１３
種
類

の
成
分
が
含
ま
れ
、
従
来
よ
り
も

多
く
の
肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
症

へ
の
予
防
に
効
果
が
期
待
で
き
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
７
価
ワ
ク
チ
ン
で
接
種

を
始
め
て
い
る
方
も
、
１１
月
１
日

以
降
は
１３
価
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種

と
な
り
ま
す
が
、
回
数
は
そ
の
ま

ま
継
続
し
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
間
隔
と
回
数
は
、
今
ま
で
と

同
じ
で
す
。

□
対
象
　
生
後
２
カ
月
～
５
歳
未

満
の
乳
幼
児

　
　
健
康
推
進
課（
内
線
２
５
５
）

　
裁
判
所
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

に
新
し
い
制
度
や
裁
判
手
続
き
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
月
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（http://w

w
w

.courts.
go.jp/saiban/w

adai/ind
ex.htm

l)

で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　
１１
月
の
テ
ー
マ
は
「
裁
判
員
制

度
～
ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を

発
送
し
ま
す
！
」
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
岐
阜
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
志
０
５
８
―
２
６
２
―
５
１

２
２
、
総
務
課
（
内
線
３
０
７
）

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　
本
紙
１０
月
１５
日
号
１２
ペ
ー
ジ

の「
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
」

の
記
事
で
、
国
光
法
律
事
務
所

と
石
垣
法
律
事
務
所
の
電
話
番

号
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　
正
し
く
は
、
国
光
法
律
事
務

所
志
０
５
７
２
―
２
６
―
９
１

３
５
、
石
垣
法
律
事
務
所
志
０

５
７
２
―
２
３
―
６
３
０
５
で

す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
企
画
課
（
内
線
３
１
４
）

【
心
配
な
子
ど
も
が
い
た
ら
】

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
は
必
ず
何
ら
か
の
合
図
を

出
し
て
い
ま
す
。
身
近
に
心

配
な
子
ど
も
が
い
た
ら
、
ま

ず
は
家
庭
児
童
相
談
室
（
子

育
て
支
援
課
）
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
安
全
を
第
一
と

し
、
連
絡
し
た
人
の
秘
密
も

守
ら
れ
ま
す
。
虐
待
で
な
い

場
合
も
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ

ん
。

【
児
童
虐
待
と
は
】

　
児
童
虐
待
は
、
殴
る
、
蹴

る
、
戸
外
に
締
め
出
す
な
ど

の
身
体
的
虐
待
。
傷
つ
け
る

言
葉
を
繰
り
返
す
、
拒
否
的

な
態
度
を
取
る
な
ど
の
心
理

的
虐
待
。食
事
を
与
え
な
い
、

家
に
閉
じ
こ
め
る
、
病
気
の

と
き
に
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い
、
健
診
や
予
防
接
種
を

受
け
さ
せ
な
い
、
自
動
車
の

中
に
放
置
す
る
な
ど
の
ネ
グ

レ
ク
ト
（
養
育
放
棄
）。
子

ど
も
へ
の
性
交
や
性
的
な
行

為
を
見
せ
る
な
ど
の
性
的
虐

待
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
子
ど

も
の
命
を
脅
か
し
、
心
を
深

く
傷
付
け
ま
す
。

【
児
童
虐
待
と
し
つ
け
】

　
虐
待
が
起
き
る
原
因
に
、

親
自
身
が
虐
待
を
し
て
い
る

こ
と
に
気
付
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
虐
待

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
行
為
を

し
つ
け
と
認
識
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
虐
待

と
し
つ
け
を
区
別
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
虐
待
と
し
つ
け

の
間
に
は
、
線
引
き
で
き
な

い
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
子
ど
も
が
耐
え
難
い
苦
痛

を
感
じ
た
り
、
子
ど
も
の
成

長
に
悪
影
響
を
与
え
た
り
す

る
行
為
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

虐
待
で
す
。
し
つ
け
の
つ
も

り
で
も
、
子
ど
も
の
体
を
傷

付
け
た
り
、
き
つ
く
叱
り
続

け
た
り
し
て
、
子
ど
も
の
成

長
や
発
達
を
損
な
う
恐
れ
の

あ
る
行
為
も
虐
待
で
す
。

　
保
護
者
か
ら
虐
待
を
受
け
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事
件
も
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
市
内
で
は
昨
年
度
、
児
童
養
護
の
相
談
が

年
間
５３
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
２４
件
が
児
童
虐
待
の
相
談
で

し
た
。
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
や
虐
待
を
し
た
人
に
も
深

い
傷
を
残
し
ま
す
。虐
待
の
繰
り
返
し
な
ど
を
防
ぐ
に
は
、

早
期
の
発
見
や
対
応
が
重
要
で
す
。
親
だ
け
で
な
く
、
社

会
全
体
で
考
え
、
一
人
一
人
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
６
０
）

社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
市
で
は
月
に
１
度
、
不
燃
ご

み
と
、
ア
ル
ミ
缶
や
瓶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
資
源
ご
み
を
収
集

し
て
い
ま
す
。
最
近
、
耐
熱
ガ

ラ
ス
や
ガ
ラ
ス
食
器
が
瓶
の
籠

に
混
ざ
っ
て
い
た
り
、
ア
ル
ミ

缶
の
籠
に
ス
チ
ー
ル
缶
が
混

ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
困
っ

て
い
ま
す
。

　
陶
磁
器
や
ガ
ラ
ス
食
器
、
薬

品
の
瓶
、
耐
熱
ガ
ラ
ス
な
ど
は

不
燃
ご
み
に
分
別
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ら
が
、
瓶
と
混
ざ
っ

て
い
る
と
新
し
く
つ
く
る
ガ
ラ

ス
瓶
の
強
度
や
品
質
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
全
て
の
空
き
瓶

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
、

正
し
い
分
別
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

用
資
材
と
し
て
、
ア
ル
ミ
缶
と

ス
チ
ー
ル
缶
を
選
別
す
る
磁
石

付
き
の
棒
（
磁
選
棒
）
を
環
境

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
志
２

６
―
４
３
８
９

　
次
の
地
区
の
地
籍
調
査
が
終
了

し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
市
内
の
地
籍
調
査
の
登
記
完

了
面
積
は
１
６
５
・
６５
平
方
㌔
と

な
り
、
完
了
率
は
３６
・
６
㌫
と
な

り
ま
し
た
。

　
土
地
の
境
界
杭
や
基
準
杭
は
大

切
に
保
全
し
ま
し
ょ
う
。

【
飯
地
町
五ご

明
み
ょ
う

３
地
区
】

□
調
査
範
囲
　
飯
地
町
字
松ま

つ

本も
と

の

一
部
、
宮み

や

洞ぼ
ら

の
一
部
、
沖お

き

田だ

の
一

部□
調
査
面
積
　
０
・
８４
平
方
㌔

□
調
査
後
筆
数
　
２
４
１
筆

□
登
記
完
了
日
　
９
月
２０
日

　
　
地
籍
調
査
推
進
室
志
４
３
―

２
１
１
１
（
内
線
２
３
１
）

認
定
外
保
育
所
が
開
設

善
友
会
保
育
所
ち
ゃ
お

雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給

要
件
を
見
直
し
ま
す

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

新
し
い
制
度
な
ど
を
紹
介

資
源
ご
み
も
正
し
く
分
別
を

地
籍
調
査
の
登
記
完
了

税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
と
小

学
生
の
習
字
を
展
示

ほ
ろ
酔
い
ミ
ニ
・
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
が
替
わ
り
ま
す

青
色
申
告
決
算
な
ど
の
説

明
会
を
開
催

▲児童虐待防止のポスター

▲瓶に混ざっていた陶器など

▲川鰭祐子さん

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

問

問

問問問問

問

問

問

問

申
・

問

問

申
・
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【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
１２
月
３
日
㈫
、
１０
日

㈫
、
１７
日
㈫
、
２６
日
㈭
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

か
７セ

ブ
ン

、
８エ

イ
ト

を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
）

□
申
し
込
み
期
間
　
１１
月
１０
日

㈰
午
前
１０
時
～
開
講
日
前
日

（
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
）

※
テ
キ
ス
ト
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
に

合
わ
せ
て
準
備
す
る
の
で
、
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
矢
作
ダ
ム
で
は
、
臨
時
放
流

の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
　

　
１２
月
２
日
㈪
か
ら
１９
日
㈭
ま

で
、
利
水
設
備
点
検
の
た
め
、

普
段
は
大
雨
の
と
き
し
か
使
用

し
な
い
洪
水
用
ゲ
ー
ト
か
ら
毎

秒
約
１０
㌧
の
水
を
放
流
し
ま

す
。

　
見
学
者
は
約
５０
メ
ー
ト
ル
の

距
離
で
間
近
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１２
月
７
日
㈯
、
８
日

㈰
❶
午
前
１０
時
❷
午
後
１
時
半

□
と
こ
ろ
　
国
土
交
通
省
矢
作

ダ
ム
（
豊
田
市
閑し

ず

羅ら

瀬せ

町ち
ょ
う

）

□
定
員
　
両
日
の
各
時
間
帯
に

つ
き
２０
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申

し
込
む

□
申
し
込
み
期
間
　
１１
月
５
日

㈫
午
前
９
時
～
２０
日
㈬
午
後
３

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　
　
国
土
交
通
省
矢
作
ダ

ム
管
理
所
志
０
５
６
５
―
６
８

―
２
３
２
１

　
笠
置
町
で
は
、
町
内
外
の
方

が
交
流
し
、
地
域
を
活
性
化
す

る
た
め
、
町
の
特
産
品
の
ユ
ズ

を
生
か
し
た
「
笠
置
ふ
る
さ
と

ゆ
ず
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２３
日
㈯
午
前
９

時
～
午
後
５
時
、
２４
日
㈰
午
前

９
時
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
笠
置
コ
ミ
セ
ン

□
内
容
　
▽
両
日
＝
ユ
ズ
の
販

売
（
詰
め
放
題
）、ユ
ズ
タ
ワ
ー
、

各
種
出
店
（
ユ
ズ
商
品
、
手
作

り
焼
き
肉
の
タ
レ
、
五
平
餅
、

五
平
バ
ー
ガ
ー
、
笠
置
名
物

あ
わ
焼
き
な
ど
）、
公
民
館
活

動
な
ど
の
発
表
や
作
品
展
示
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
展

示
　
▽
２４
日
＝
ユ
ズ
積
み
競

争
、す
っ
ぱ
い
顔
コ
ン
テ
ス
ト
、

ユ
ズ
餅
投
げ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

体
験
、
管
楽
器
演
奏
会
、
笠
置

山
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
要
予
約
）、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
（
要
予

約
）
な
ど

　
　
　
　
笠
置
コ
ミ
セ
ン
志
２

７
―
３
１
１
０

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
＝
１１
月
６
日
、２０
日
、

１２
月
４
日
、
１８
日
（
水
曜
日
）

午
前
１０
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
３
時
　
▽
岩
村
福
祉
セ
ン

タ
ー
＝
１１
月
１
日
、
１５
日
、
２９

日
、
１２
月
１３
日
（
金
曜
日
）
午

後
１
時
～
３
時

□
対
象
　
市
内
に
在
住
し
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
、
難
病
疾
患

の
方
、
高
齢
者

□
定
員
　
各
７
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、電
子
メ
ー
ル
、

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を

説
明
し
ま
す
。

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別

途
資
料
代
が
必
要
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
、
筆
記
用
具
（
パ
ソ
コ
ン
が

な
い
方
に
は
、
先
着
４
台
ま
で

貸
し
出
し
が
可
能
で
す
）　

※
受
講
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま

す　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

　

市
が
進
め
る
行
財
政
改
革
の
中

で
、
保
育
園
へ
の
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
や
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
は
、

本
当
に
進
め
て
良
い
の
か
疑
問
が

残
っ
た
ま
ま
進
ん
で
い
ま
す
。

　

恵
那
南
部
地
域
は
、
地
域
に
１
カ

所
し
か
保
育
園
が
な
く
、
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
に
指
定
管
理
を

進
め
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
議
論
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
は
、
待
機
児
童
の
解
消
が

目
的
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
城
ヶ
丘

保
育
園
や
長
島
保
育
園
と
違
い
、
恵

那
南
部
地
域
の
保
育
園
で
は
、
年
々

園
児
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、
待
機

児
童
の
数
も
多
い
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　
市
で
は
、
保
育
園
へ
の
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
、

保
護
者
の
代
表
や
保
育
園
の
職
員
、

子
育
て
支
援
課
の
職
員
で
検
討
委
員

会
を
組
織
し
、
話
し
合
い
を
し
て
、

課
題
な
ど
を
解
決
し
な
が
ら
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
や
意
見
交
換
会
、
地
域
協
議
会

で
の
説
明
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
通
う
未
就
園
児
の
保
護
者
へ
の
説

明
会
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
方
の
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
は
、
待
機
児

童
の
解
消
を
図
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
の
就
労
状
況
と
そ
の
変

化
に
対
応
し
、
市
内
の
全
て
の
子
ど

も
に
均
し
い
幼
児
教
育
と
保
育
を
提

供
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
お
り
、

平
成
２７
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
子
育
て
支
援
課
）

　　
串
原
地
域
の
産
業
や
文
化
を

紹
介
す
る
「
く
し
は
ら
ふ
る
さ

と
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
と

し
は
、
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
も
あ

り
ま
す
。ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１１
月
１７
日
㈰
午
前
９

時
２５
分

□
と
こ
ろ
　
サ
ン
ホ
ー
ル
く
し

は
ら
周
辺

□
内
容
　
▽
文
化
祭
＝
中
山
太

鼓
、
歌
舞
伎
、
合
唱
、
舞
踊
な

ど
　
▽
産
業
展
＝
農
産
物
の
展

示
や
即
売
　
▽
文
化
展
＝
写

真
、
短
歌
、
絵
手
紙
な
ど
の
作

品
展
示
　
▽
子
ど
も
体
験
コ
ー

ナ
ー
＝
小
物
作
り
、
す
っ
飛
び

ロ
ケ
ッ
ト
　
▽
そ
の
他
＝
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
餅
投
げ
（
景
品

付
き
）、サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
（
研

磨
材
を
吹
き
付
け
る
）
体
験
、

バ
ザ
ー
、
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
、

布
ぞ
う
り
投
げ

　
　
く
し
は
ら
ふ
る
さ
と
祭
実

行
委
員
会
（
串
原
振
興
事
務
所

内
）
志
５
２
―
２
１
１
１

　　
山
岡
町
内
で
収
穫
し
た
サ
ツ

マ
イ
モ
を
、
昔
な
が
ら
の
も
み

殻
で
焼
き
芋
に
し
て
楽
し
み
ま

す
。
田
ん
ぼ
で
の
ゲ
ー
ム
や
、

豚
汁
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
菓
子
の

試
食
、
五
平
餅
な
ど
の
販
売
も

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。
　

□
と
き
　
１１
月
２４
日
㈰
午
前
９

時
～
正
午
（
小
雨
決
行
）

□
と
こ
ろ
　
山
岡
河
川
公
園
周

辺
（
山
岡
町
上
手
向
）

□
料
金
　
▽
未
就
学
児
＝
無
料

▽
小
中
学
生
＝
２
０
０
円
　
▽

一
般
＝
３
０
０
円

□
定
員
　
３
０
０
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
　
や
ま
お
か
焼
き
い
も
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
高
綱
）
志
０

９
０
―
４
４
４
５
―
１
１
１
８

　
中
京
高
等
学
校
で
は
毎
年
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
キ
ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
）
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

し
、
運
動
部
で
培
っ
た
技
能
を

伝
え
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２３
日
㈯
午
前
９

時
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
中
京
高
等
学
校

□
対
象
　
小
学
６
年
生
以
下

□
種
目
　
器
械
体
操
、
剣
道
、

柔
道
、
卓
球
、
弓
道

　
　
学
校
法
人
安
達
学
園
中
京

高
等
学
校
（
曽
我
）
志
０
５
７

２
―
６
８
―
４
５
０
１

　　
恵
那
音
楽
劇
の
会
で
は
、
市

の
合
併
１０
周
年
を
記
念
し
て
来

年
１２
月
に
行
う
記
念
公
演
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
公
演
作

品
の
一
つ
の
「
鎌
倉
杉
」
で
は

合
唱
を
行
い
ま
す
。

□
練
習
日
時
　
平
成
２６
年
３
月

１
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
午
後
１

時
～
４
時

□
内
容
　
❶
「
鎌
倉
杉
」
を
歌

う
合
唱
団
員
❷
「
鎌
倉
杉
」
以

外
の
作
品
で
歌
い
な
が
ら
演
技

す
る
村
人
と
村
の
子
ど
も
た
ち

❸
お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ

□
締
め
切
り
　
１２
月
末

□
そ
の
他
　
２
月
１
日
号
で
募

集
し
た
着
物
な
ど
は
、
た
く
さ

ん
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　恵
那
音
楽
劇
の
会（
加

藤
）
志
０
８
０
―
３
７
０
６
―

６
７
７
２

申
・
問

問

問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲焼き芋が出来るのを待つ

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報
広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲平成２４年度から指定管理者制度を導入し
た市立長島保育園

▲ユズの詰め放題

▲踊りながら打つ中山太鼓

保
育
園
の
指
定
管
理
は

も
っ
と
議
論
を

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
受
講
者
を
募
集

第
４
回
笠
置
ふ
る
さ
と

ゆ
ず
祭
り
を
開
催

市
民
が
創
る
音
楽
劇
の

参
加
者
を
募
集

第
４
回
や
ま
お
か
焼
き

い
も
ま
つ
り
を
開
催

ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
を
開
催

パ
ソ
コ
ン
の
１２
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

矢
作
ダ
ム
の
臨
時
放
流

見
学
会
を
開
催

く
し
は
ら
ふ
る
さ
と
祭

を
開
催
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

募集中

　１２月に１歳の誕生日を
迎えるお子さんの写真を募
集します。写真（なるべく
１人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を記入し、
１１月１５日㈮までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

　農村景観日本一の岩村町富田地区でスタンプラリー
「秋の月待ちお堂めぐり」が開催されました。秋晴れの下、
約700人が 10カ所のお堂を巡る約7㌔のコースを歩き
ました。途中では、カボチャの重さ当てクイズなどの催
しなどもあり、楽しいひとときを過ごしました。

　
Ｅ
Ｎ
Ａ
み
の
じ
の
み
の
り
祭
が
９
月
２１
日
、
２２
日
に
恵
那
駅
前

通
り
周
辺
で
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
客
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ

と
し
は
開
催
25
周
年
。投
票
で
お
い
し
い
食
べ
物
を
決
定
す
る「
ま

ん
ぷ
く
番
付
」
を
は
じ
め
、
秋
の
味
覚
を
満
喫
で
き
る
「
秋
の
味

覚
焼
き
」
や
、
市
内
の
特
産
品
と
伝
承
料
理
が
そ
ろ
っ
た
「
ふ
る

さ
と
ま
ち
じ
ま
ん
」
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

みのじ祭でおいしい食べ物が勢ぞろい

堀江 友
と も

基
き

くん

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

10カ所のお堂を歩いて巡る 9月２３日

　恵那西中学校の2年生 161人が職業体験学習を行い
ました。長島保育園では、2人の女子生徒が体験。運動
会の練習の手伝いや飾り付けの作成、給食の補助、園内
の清掃などの仕事を行いました。生徒たちは、体験を通
して働くことの大変さや楽しさなどを実感しました。

中学生が働く楽しさを実感 10月２日

迫力ある歌舞伎におひねり 9月２９日

　三郷小学校の創立30周年を記念して、グラウンドに
大きな人文字を作って記念撮影をしました。文字は「祝
30周年　みさと小　2013」。このうち「みさと小」を
121人の児童らが表現しました。地域の住民やPTA
の方も参加し、児童と一緒に思い出づくりをしました。

創立30周年を記念し人文字 10月3日

　第21回飛騨・美濃歌舞伎大会えな2013が恵那文化
センターで開催され、たくさんの観客でにぎわいました。
この日は、市内と中津川市の地元歌舞伎保存会4団体
が出演。迫力ある演技に、観客からはたくさんのおひね
りが投げ入れられ、会場は大いに盛り上がりました。

正彦さん 美香さん

大井町
今井 蒼

そ う

偉
い

くん
大井町

治朗さん 智絵美さん

祝
１
歳
♡
家
族
の

癒
や
し
☆
蒼
く
ん

の
笑
顔
が
み
ん
な

大
好
き
だ
よ
♡

林 穂
ほ

乃
の

花
か

ちゃん
東野

昌志さん 悦子さん

１
歳
誕
生
日
お
め

で
と
う
。
お
姉

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

ね
。

森本 雄
ゆ う

仁
と

くん

長島町

恭朗さん 志津子さん

雄
く
ん
１
歳
お
め

で
と
う
♡
元
気
に

優
し
く
育
っ
て
ね

‼

洞田 星
ほ し

空
ぞ ら

くん

長島町

英治さん 聡美さん

星
の
よ
う
に
、
い

つ
ま
で
も
キ
ラ
キ

ラ
輝
い
て
ネ
☆
１

歳
お
め
で
と
う
♡

な
な
ち
ゃ
ん
１
歳

お
め
で
と
う
！
笑

顔
い
っ
ぱ
い
大
き

く
な
っ
て
ね
♡

藤井 菜
な

々
な

子
こ

ちゃん

嘉人さん 香さん

祝
１
歳
☆
お
姉

ち
ゃ
ん
、
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

元
気
に
遊
ん
で
ね

東野

小栗 颯
そ う

真
ま

くん

岩村町

崇さん 美由紀さん

じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
！

１
歳
お
め
で
と
う

♡
た
く
さ
ん
食
べ

て
大
き
く
な
ぁ
れ

長谷川 煌
こ う

汰
た

くん

山岡町

一行さん 俊子さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
す
く
す
く
大

き
く
な
っ
て
ね
！

池田 侑
ゆ う

士
と

くん
大井町

尚也さん 真紀さん

祝
１
歳
☆
み
ん

な
、
わ
ん
ぱ
く
侑

士
が
大
好
き
♡
元

気
に
育
っ
て
ね
！

西尾 隼
はやと

くん

山岡町

晃さん 恵さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
笑
顔
い
っ
ぱ
い

す
く
す
く
大
き
く

な
っ
て
ね
。

林 優
ゆ う

希
き

くん

大井町

佳希さん 清香さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
い
つ
も
ゆ
う
き

の
笑
顔
に
癒
や
さ

れ
ま
す
。

青山 怜
れ

依
い

ちゃん
大井町

修弘さん 優加さん

家
族
の
宝
物
♡
生

ま
れ
て
き
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！

大
好
き
だ
よ
♡

１１月生まれ

父 母

父 母智子さん

西尾 有
あ

叶
の

ちゃん

忠通さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と

ニ
コ
ニ
コ
伸
び
伸

び
育
っ
て
ね
！

東野

杉浦 優
ゆ う

斗
と

くん
山岡町

真澄さん 由香さん

お
め
で
と
う
！
い

つ
も
ニ
コ
ニ
コ
元

気
に
育
っ
て
ね
。

9月  22日
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「
岩
村
町
に
は
、
市
が
誇
る
文
化
財
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
を
大
事
に
し
て
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
」
と
語
る
の

は
、
岩
村
町
の
藤
井
鉦
三
さ
ん
。

　
藤
井
さ
ん
は
、
こ
と
し
、
第
６５
回
県
教

育
功
労
者
表
彰
の
学
芸
功
労
を
受
賞
し

た
。
こ
れ
は
、
学
術
や
技
芸
、
芸
術
、
体

育
の
振
興
を
図
り
、
そ
の
成
績
が
優
良
な

方
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
毎
年
、
県

教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
。
こ
と
し

は
、
県
内
の
個
人
２２
人
と
２
団
体
が
選
ば

れ
た
。「
好
き
で
文
化
財
の
仕
事
に
携
わ
っ

て
き
た
。
名
誉
な
賞
を
も
ら
っ
て
誇
り
に

思
う
」
と
控
え
め
に
喜
ぶ
。

　
藤
井
さ
ん
は
、
昭
和
５６
年
か
ら
岩
村
町

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任

し
、
町
内
の
木
村
邸
や
勝
川
家
、
土
佐
屋

な
ど
、
お
よ
そ
４０
件
の
文
化
財
の
指
定
を

推
進
。
こ
と
し
４
月
に
は
、
市
文
化
財
保

護
審
議
会
会
長
に
就
任
し
た
。

　
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
か
っ
た
。
指
定
を
受
け
る
と
、
自

治
体
な
ど
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
、
自
分

の
家
で
も
勝
手
に
修
理
で
き
な
く
な
る
な

ど
の
制
約
も
あ
る
。「
文
化
財
を
守
っ
て
、

後
生
に
受
け
継
い
で
い
く
の
が
我
々
の
使

命
」
と
考
え
、
毎
晩
、
地
域
の
集
会
で
住

民
へ
の
説
明
を
繰
り
返
し
、
賛
同
を
得
て

き
た
。

　
平
成
６
年
か
ら
は
、
岩
村
町
の
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審
議
委
員
と
し

て
も
、
岩
村
の
歴
史
あ
る
町
並
み
の
保
存

と
活
用
の
た
め
に
奔
走
。
地
域
の
人
た
ち

や
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
協
力
を
得
て
活
動

し
た
結
果
、
平
成
１０
年
4
月
に
、
国
が
特

に
歴
史
的
・
文
化
的
に
価
値
の
高
い
集
落

や
町
並
み
と
し
て
認
め
る
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
岩
村
城
下
町
が
選
定

さ
れ
た
。「
高
山
市
や
白
川
村
に
次
い
で

県
内
で
３
番
目
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
誇

り
に
思
う
」
と
胸
を
張
る
。

　
価
値
あ
る
文
化
財
を
市
の
宝
へ
と
磨
き

上
げ
て
き
た
藤
井
さ
ん
に
次
の
目
標
を
聞

く
と
「
県
の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る

岩
村
城
跡
を
国
指
定
に
し
て
、
岩
村
城
下

町
と
合
わ
せ
て
売
り
出
し
、
交
流
人
口

５
０
０
万
人
達
成
に
貢
献
し
た
い
」
と
揺

る
ぎ
な
い
大
き
な
夢
を
語
っ
た
。

▲整備された歴史ある岩村城下町

文化財で地域を活性化
県教育功労者表彰の学芸功労を受賞

□プロフィール

昭和５６年から岩村町文化財保護審議会委員
長を務める傍ら、県文化財保護協会の理事な
どを歴任し、文化財の保存と活用に取り組む。

藤
ふ じ

井
い

 鉦
し ょ う

三
ぞ う

 さん　７３歳

岩村町山上

恵那で輝いている旬な人を紹介します
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※コミセン＝コミュニティセンターの略 

10月6日古式豊かな衣装で渡御行列

　岩村本通りで、岩村町秋祭り行事の「神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

行
ぎょう

列
れつ

」
が行われました。380年余り続くこの祭りは、平安朝
期の古式豊かな衣装を身にまとい、時代絵巻のような行
列を整えるもの。子どもも含めて総勢約300人が数百
㍍にも及ぶ行列となり、通りを練り歩きました。

いろんな軽スポーツを体験

　まきがね公園で、レクスポえなフェスティバル2013
が開催されました。身近な所で身近なスポーツができる
よう、カローリングやスポーツ吹き矢、ボールなどの道
具を使う3B体操などの軽スポーツ体験コーナーを設
置。大勢の親子連れなどがスポーツの秋を楽しみました。

園児たちが芋掘りに歓声

　やまびこ保育園の園児64人が、園の近くの畑でサツ
マ芋の芋掘りをしました。園児たちは、芋のツルの下を
手で掘って、どんどん芋を掘り出しました。「大きいの
が採れた」「たくさんつながっている」などと歓声を上
げながら、園児たちは芋掘りに夢中になりました。

奥矢作森林塾が全国表彰

　NPO法人奥矢作森林塾が、全国過疎地域自立活性化
優良事例表彰で、全国で２番目の賞の「全国過疎地域自
立促進連盟会長賞」を受賞。串原と上矢作地区の活性化
や森林再生を目指して、古民家のリフォームや移住者の
生活支援に取り組んだことなどが評価されました。

10月10日

美術館で石こう版画に挑戦

　中山道広重美術館で「1日アーティスト体験！石こう
版画ワークショップ」が開催され、11人が石こう版画
作りに挑戦しました。樹脂板を削って絵を描くなどして
版を作り、石こうを流して固まれば出来上がり。個性あ
ふれる石こう版画が完成しました。

登り窯で１,５００点を焼成

　山岡陶業文化センターの三連房の登り窯
がま

で焼き上げた
市内の小中学生や陶芸教室の生徒が作陶した作品など、
約１,５００点を窯の中から出しました。ことしで１０年目の
登り窯焼成が、１０月１０日から１４日にかけて行われ、ボ
ランティアなど約４０人が徹夜で窯をたき続けました。

10月13日10月14日

10月17日10月20日
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

【File No.　　 岩村藩鉄砲鍛冶加納家 いわむらはんてっぽうかじかのうけ】

　岩村藩鉄砲鍛冶加納家初代包
かねふさ

房は、土岐郡萩原村（現瑞
浪市）の出身で、1814（文化11）年に岩村藩主松平乗

のりやす

保に
三
さんごく

石二
に

人
にん

扶
ぶ ち

持で召し抱えられ、1831（天保 2）年12月ごろ
現在の加納家の地に移り住んだ。
　跡継ぎの清房は、1822（文政 5）年、二石二人扶持で足
軽として雇い入れられ、1830（文政13）年から約 2 年間、

鉄砲鍛冶を行っていた加納家

和泉国堺に大
おおづつ

筒鉄砲製造修行に出たが、1836（天保 7）年に
病死。包房の次男兼次が跡を継ぎ、加納冨

と み え も ん

右衛門と名乗った。
父の死の約10カ月後、堺に鉄砲製造修行に出掛けている。
　加納家は古文書などにより、岩村藩に召し抱えられる以前
の 1812（文化9）年から 1872（明治 5）年までは鉄砲修繕
も含め、鉄砲鍛冶に関わる生業であったと推察される。鉄砲
以外にも、槍

やり

や鳶
とびぐち

口などを製造した記録も残っている。

　建物は、当初は板
いたぶき

葺石
いしおき

置屋
や ね

根。２階の傾斜窓・塗
ぬりごめ

籠は後世の改造だが、目を引く意匠と
なっており、母屋と裏の土蔵が市の文化財（建造物）に指定されている。平成24年度か
ら保存修理工事を実施。平成26年 4月から一般公開を予定している。

下
した

ヶ
が

淵
ふち

の紅葉の美しさと巨大な
石。川の中央にどっしりとした
ゴリラの頭部。何億年前から今
の川にいるのか。この巨石を明
智町の新名所としたらいかが。 

億年前のゴリラ石

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで企画課広報広聴係へ提出する。

山岡町　春日井 進
すすむ

さん

次号は

11月１５日号

発行日は

11月１５日㈮です

広報えな No.２０８
２０１３年（平成２５年）

11月１日発行

『広報えな』１１月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１２．9円（税込み）です。

（撮影地：明智町）

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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